第17回　経理チーム会議録

と　き：H19.　2.27　　　16：00～16：30　

ところ：本部2階会議室　　　　　　　　　 

出席者：村田I.O.O・玉田I.O.O・金子I.O.O

坂本・関・田村・関口　　　　　　 

佐藤ガバナーC　  　　　　　　　　

　欠席者：理事長・江刺家I.O.O　 　　　　　

記　録：関口　　　　　　　　　　　　　　 

【議題】

1：職員積立金返金について

前回のチーム会議においても議題とされていた、職員積立金返金及び管理業務について、チーム内での再検討の結果下記のとおり業務を行いたい旨述べた。

(1) 行事終了後、年度毎での精算と返金。

(2) 現在使用している積立金に関する通帳を最低限必要なものだけ残し、

不必要と思われる通帳は解約をしたい。

(3) 職員積立金の管理には、幹事と経理チームメンバー1名が関与し、経理チーム

幹事どちらも把握しておく。

(4) 積立金の天引きが必要ない方(Dr　など)は、もとより天引きをしない方が

いいのではないか。

　　　(5)　幹事会の公印を作成し、個人名の判子を使用しない。

(1) について

・　今回経理チームより坂本が積立金管理を行ってみた結果、1年￥24,000-として管理し、年度毎に精算を行い繰越金がない状態が管理しやすいとの意見があった。

· かねてよりご指摘のあった「申告毎での返金」は、通常の経理業務に多大な影響を及ぼすと考えられる為、年度毎の精算・返金(3月末一括返金)を全職員に周知して

いただきたい。

・　今年度の返金については、3月分給与へ加えて返金をしたい。

又、育休や産休で長期欠勤している職員への返金については、毎月社保・住民税を

支払いに来訪した際に現金にて返金をしたい。

(2) について

· すでに退職している大嶋範子名義の積立金通帳(H17年9月～H18年8月まで)を

早急に精算を行い、解約をしたい。

⇒　どうしても端数が残る為、端数分は現金徴収管理用の玉田I.O.O名義の通帳

(春の会、納涼会で使用)へ移す。

· 過去に精算後残った残高を入金していた、専用の通帳(大嶋範子名義)も必要性がないと考えられる為、解約し保有残高は上記同様現金徴収管理用通帳へ移す。

· 以上の処理を行うと、職員より毎月天引きされたものが入金される通帳(金子I.O.O名義)と現金徴収管理用通帳(玉田I.O.O名義)2冊となり、管理がしやすくなる。

(3) について

· 職員の行事への参加不参加は幹事で管理をしているが、積立金の管理となると幹事で把握しきれないと思われる。そこで経理チームメンバーが幹事と連携し、積立金管理を行うと、不足徴収・返金精算がスムーズになるのではないか。

· 幹事へは出欠をしっかり管理してもらい、それに基づき経理チームメンバーが積立金残高の管理をしていく。

(4)　について

· 毎年参加しないと分かっている職員からの天引きは必要ないのではないか。

· 天引き不要と思われる方々への精算及び返金作業を無くすことで、精算・返金処理もよりスリム化されるのではないか。

(5)　について

· 幹事代表が変更になる度、名義も変更になる為銀行印も違ってくる。

退職してしまったにも関わらず、その者の銀行印を管理していくのは問題があると思われる為、又今後も幹事代表が変更になる度に銀行印が変更されていくことを

考え、幹事会としての公印を作成してはどうか。

· しかし、これまで名義人に個人名がなければ新規作成できない、とのことでやむを得ず個人名で作成していたが、個人名義で幹事会公印での作成ができるのかは不明の為、後日北日本銀行へ確認をし、次回の経理チーム会議(3月6日)にて報告する。

2：3月末支払について

　来月3月31日は土曜日である為、従来では月をまたぎ4月2日払いとなるが、3月は

決算締め月である為、未払い残高を2ヶ月分残し決算締めとするのか、3月30日支払をし、

1ヶ月分未払い残高で締めるのか。

⇒　理事長欠席の為、確認とれず。後日関より理事長へ確認をとる。













